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ABSTRACT
A new screw type r e f r i g e r a t o r  has been i n s t a l l e d  i ns t e ad  of  the 

ol d h i gh- speed  m u l t i p l e  c y l i n d e r s  type one which haas been used more 
than 20 year s .  A l s o  a THYRISTOR SYSTEM has been c i t e d  as a 30 KW heat  
er power suppl y  f or  t emperature  c o n t r o l  of  the a c c e l e r a t o r  tubes.

It i s  very u s e f u l  f o r  ther  c o n t r o l  o f  a s l i g h t  f l u c t u a t i o n  of  the 
t emperature and f or  the c u t t i n g  down on the power suppl y  .
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2 . 冷 凍 機 の 新 、 旧 の 仕 様 は 次 の 通 り で あ る
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軸 受 け ピ ス ト ン リ ン グ
シ リ ン ダ N ' 油 ボ ン ブ 4
ア ン D 一 ダ — 機 構 、 弁
2 6 8 点部 cm点 数

(圧 縮 機 主 要 部 品 ） 
給 油 方 式  
動 作 弁  
液 圧 縮
消 費 電 力 К W 
冷 媒
高 圧 ガ ス 取 締 り 法  

の届出

負 荷 条 件  
冷 水 温 度  
冷 水 流 置 、 圧 力  
冷 却 水 流 置 、 圧 力  
冷 却 水 温 度

1 0 土 1 で
4 0 0 1 /ш i n、
5 0 0 1/ ш і Пч

2 6 °С

5 kg / с nf
2 . 5 kg / с nf

R С U 5 0 W Z 1
ス ク リ ュ ー
回 転 容 積 式
1 3 7 0 0 0 
低 い 、 最 大 110C
0 , 2 5 〜 1 0 0
連 続 無 段 階  
軸 受 け
ア ン ロ ー ダ ー 機 構

2 7 点

差 圧 （高 低 圧 差 ）
なし 
強 い
3 5 . 9  
R 2 2 
なし

新 旧
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凍 機 の 特 召  
善 さ れ る 。

周 期 が 長 い 。 2 0 0 0 0 時 
の で 始 動 電 流 を 1 / 3 に 抑  
い 。 （全 密 閉 式 電 動 機 内 臓  
管 接 続 は フ ラ ン ジ を 使 用 し

• >sン ソ ユ 一 гті л
① 体 積 効 率 が 改
② 音 が 静 か で あ る 。
③ 部 品 点 数 が 少 な い の で 故 障 が 少 な
④ 油 ボ ン プ が い ら な い 。
⑤ 回 転 容 積 式 で あ る の で 効 率 が よ い
⑥ コ ン パ ク ト で あ る
⑦ オ ー バ ホ ー ル 時 間
⑧ ☆ 一 △ 始 動 方 式 な
⑨ 軸 封 装 置 が い らな
⑩ 圧 縮 機 本 体 及 び 配
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. ま と め 。
電 力 、 冷 水 、 冷 却 水 流  

転 制 御 方 式 、 設 置 面 積 、 
有 し 且 つ 性 能 が 同 等 か そ  
で 夏 場 、 最 大 パ ワ ー 時 で  
る。 冬 場 、 外 気 温 低 下 と  
を 起 こ す 可 能 性 が あ る 。
る の で 冷 え す ぎ る と ビ 一  
縁 劣 化 、 サ ビ 発 生 の 原 因  
れ て 設 定 温 度 に な らない 
上 げ 時 に は 冷 凍 機 が 停 止  
て 図 に 示 す よ う に タ ワ ー  
あ る 。
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